
研究調査 

       学校給食の拠点校方式の取組について 
                                   養老町教育委員会 
１ 学校給食の課題と拠点校方式の構想 

(１)本町学校給食の課題 

  本町は、⻑く⾃校給⾷を実施し、熱⼼に⾷育を進めてきました。ランチルームを備える⼩学校 
も４校(７校中)あります。⾃校で調理した給⾷は、子どもたちの楽しみであり、保護者の支持を 
得てきました。児童と調理をする人の「顔が見える」関係が、アレルギー対応も含めて、安⼼で 
きる環境になってきました。しかしながら、少子化の影響で児童数が減少し、⾃校給⾷を維持し 
ていくことが難しくなってきました。そこで、以下の表に示す４つの問題点を明らかにし、給⾷ 
施設の拠点校方式を導入することによって改善を図りたいと考えました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(２)拠点校方式の構想 

これまで取り上げた様々な課題を解決す 
るために教育委員会は、給⾷施設の拠点校 
方式を構想しました。現状施設の特⾊や⻑ 
寿命化を考慮し、養老⼩学校、広幡⼩学校、 
上多度⼩学校の３校を対象として計画を立 
案しました。 
 着目したのは、拠点校となる学校が、か 



つて７００人の児童が在籍し、３校分の給⾷を合わせて作る施設の容量があることです。そこで、 
拠点校で給⾷を作り、配送するシステムを実施することにしました。その際、重要視したのは、 
「安全・安⼼・安定」です。持続可能な給⾷のシステムであることと、それが児童や保護者にと 
って安⼼できるものであるように配慮しました。 

    

２ 給食の拠点校方式実施に伴う施設改修と給食調理員の異動 

   (養老⼩の施設改修 調理器具の刷新)                   ■給⾷調理員の異動 
〇養老⼩学校 
・５名体制⇒７名体制 
 (栄養職員を継続配置) 
〇広幡・上多度⼩学校 
・２名体制⇒１名体制 
 (給⾷補助員として配置) 

   (養老⼩の配送設備)       (上多度⼩学校の配送設備、広幡⼩も同様)     (給⾷配送車) 
 
 
 
 
 
 

 
３ 給食の拠点校方式に関する保護者の心配・不安への対応 

  ⾃校給⾷から拠点校方式に変更になる 
 ことについては、保護者の不安がありま 
 した。その不安を取り除くため、ＰＴＡ 
 の本部役員会で説明会を開き、さらに、 
 すべての保護者に説明する文書を配付し 
 理解を得るようにしました。 
  多額の費用を必要とすることから、議 
 会全員協議会で説明し、予算確保に理解 
 を得るように努めました。 
  「温かい給⾷」「安全な給⾷」「確実に 
 児童に届く給⾷」であることは、最も大 
 切であり、信頼の基盤です。 
 
４ 今後に向けて 
  拠点校化したことにより施設設備が充実し、人員配置にゆとりが出て、関係職員に好評です。 

児童についても、配膳時間が今まで通りであることから、特に不都合は感じていません。今後、 
アンケートや聞き取りをさらに進め、「安全・安⼼・安定」の達成状況を評価した上で、残りの学 
校についても検討したいと考えています。 

拠点校⽅式への変更に関する疑問 

Q１ 温かい給⾷は届くのですか︖  

→保温機能の優れた⾷缶を使用して運搬するため、
冷めることなく温かい状態で届けることが可能です。 

Ｑ２ 配送途中で事故にあった場合、給⾷は届か
ないのでしょうか︖  

→配送途中で事故にあわないように万全を期すのが 
⼤原則ですが、万が⼀の事故に備えて代替⾞を準備 
します。必ず給⾷が提供できる体制を整えます。 

Ｑ３ アレルギー対策は⼤丈夫ですか︖  

→栄養職員と学校が連携し、個別対応の給⾷を作
って配送し、児童生徒に提供します。 


